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12月の人口動態
男 7.628
女 8.340
計 15.968
世帯数 3.980 

(末日現在〉
出生 10 死亡 13 
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i 大和第 i小 { 

. 大和矛1小学校では、先 t
i般、同小学校の開校如周年 i
(記念行事が行なわれました(

! 当日は、 PTAから寄付 L
lされたピアノ、電子オルガ{
/ ';/それにデスクオルガシ35~ 

!台などの演奏発表会もあわ f

lせて行なわれました。 1，
ところで、デスクオノレガ i

lyが、 35台もそろった学校!
}は、当町内にはもちろん、 ( 

l今のととろ 1校もありませ(
1んが、大洲市、喜多郡内の(
1小中学校でも、 1校もない f
{との ζとで、大和方71小学 j

(校長久保七郎先生は、 i 4 1 
f年前に、広島県の広瀬小学/
{校で、研修会がありそのと!

{きにヒジトを得たので、こ l
!の施設を大いに活用して、

jFすます情操教育にカをろ1
1れたいJと語っておられま J
lした。
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V
こ
と
し
の
一
月
か
ら
は
国
保
家
族

給
付
率
が
七
割
に
な
り
ま
し
た
。

免iiEE
時:

V
ま
ず
早
期
受
診
で
早
期
治
療
を
:
・

病
気
に
な
っ
た
ら
早
く
医
師
に
み

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

V
み
だ
り
に
お
医
者
を
か
え
な
い
よ

甲つ・::・:・。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
の
老
令
年
金
制
度
を
芳
一
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

不
幸
に
し
て
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
た

よ
う
な
場
合
に
、
遺
族
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
の
母
子
年
金
制
度
ゃ
、
け
が

の
た
め
に
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
人

ー金
f

AP
と

る

害

拡

が

障

駒

広

の

心

こ
ん
ど
新
し
て
加
え
ら
れ
る
の
は

心
臓
病
、
腎
臓
病
、
貧
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
で
す
6

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
、
こ
れ
ら
の

病
気
の
た
め
に
、
寝
た
き
り
の
人
と
か

起
き
た
り
、
す
わ
っ
た
り
の
動
作
は
で

き
る
が
、
外
へ
は
出
ら
れ
な
い
と
い

5

状
態
の
人
が
い
ま
し
た
ら
、
住
民
課
社

会
係
に
・
申
し
出
て
、
障
害
年
金
が
も
ら

え
る
か
ど
う
か
を
、
よ
く
相
談
し
て
下

さ
い
。

と
、
信
号
を
送
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。

ね
ず
み
取
り
を
置
く
場
合
は

掃
除
を
せ
ず
に
、
ね
ず
み
の
出
入
口

の
近
く
に
、
五
十
セ
ジ
チ
ぐ
ら
い
離
し

て
、
一
方
は
壁
に
つ
け
、
一
方
に
は
、

板
か
、
た
る
で
か
げ
を
作
っ
て
や
る
と

と
で
す
。

こ
う
す
る
と
、
物
か
げ
な
の
で
、
安

心
し
て
(
?
)
ね
ず
み
取
り
に
か
か
る

、
も
の
で
す
。

自
分
で
選
ん
だ
医
師
を
信
頼
し
て

そ
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ね

ず

み

取

り

は

各

地

区

一

斉

共

同

で

病
源
を
運
ぶ
ね
ず
み

V
保
険
証
が
な
け
れ
ば
全
額
自
由

診
療
に
な
り
ま
す
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

医
師
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
保
険

証
を
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

、、，

一

/

子

工

一

ね
ず
み
は
、

食
物
や
衣
類
、

家
具
な
ど
を
食

べ
荒
す
ば
か
り

で
な
く
、
腸
チ

フ
ス
、
セ
キ
リ

な
ど
の
伝
染
病

ゃ
、
食
中
毒
な

ど
の
病
源
を
運

ぶ
の
で
、
ど
こ

で
も
ぎ
ら
わ
れ

ま
す
。ねず
み
は
、

三
月
頃
か
ら
繁

殖
が
始
ま
り
、

五
、
六
月
ど
ろ

が
最
も
多
く
な

り
ま
す
。

と
の
逆
に
、

一
番
少
な
い
の

は
、
一
、
二
月

ご
ろ
で
す
か
ら

こ
の
時
期
に
う

ま
く
退
治
す
れ

ば
、
一
挙
に
絶

滅
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

繍e

毒
え
を
使
う
と
き
も

一
見
し
て
わ
か
る

外

部

障

害

も

ま

正しい受診で早く
なおしましょう

Uま

障
害
年
金
は
‘
こ
の
ほ
か
に
、
た
と

え
ば
、
自
が
見
え
な
い
、
耳
が
聞
え
な

い
、
手
足
を
失
っ
て
い
る
、
フ
ラ
フ
ラ

し
て
歩
け
な
い
、
食
物
を
か
み
く
だ
い

て
食
べ
ら
れ
な
い
、
話
が
で
を
な
い
な

ど
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
な
外
部
の

障
害
は
も
ち
ろ
ん
、
肺
結
核
、
腸
結
核

カ
リ
エ
ス
な
ど
の
結
核
性
の
病
気
、
ぜ

ん
そ
く
、
肺
気
趨
な
ど
の
呼
吸
器
の
障

害
1

精
神
分
裂
症
、
そ
う
う
つ
病
、
て

ん
か
ん
な
ど
の
精
神
障
害
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
や
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
中
毒

症
、
脳
膜
炎
や
頭
部
外
傷
後
遺
症
、
そ

れ
に
、
精
神
薄
弱
な
ど
、
す
べ
て
の
障

害
が
そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

カ支ア2幸良居室

医
師
Z
信
頼

該

当

す

る

方

は

住

民

課

へ

の
た
め
の
「
障
害
年
金
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

(毎月 l回発行〉

V
一
部
負
担
金
は
必
ず
支
払
い
、

検
証
に
は
記
録
を
・
:
・
・
・
・
・
・
。

医
師
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の

都
度
直
接
窓
口
へ
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

保

こ
の
よ
う
に
、
障
害
年
金
の
改
正
は

支
給
の
対
象
が
大
き
く
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
ζ

の
規
定
は
そ
の
ま
ま
、

障
害
福
祉
年
金
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
か

ら
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民
課
社
会
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
病
な
ど
も
追
加

巣
を
作
ら
せ
な
い

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
十
二
月
か
ら

今
ま
で
支
給
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か

っ
た
心
臓
病
な
ど
に
つ
い
て
も
、
障
害

年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。

飢
え
に
弱
い

ね
ず
み
の
習
性
と
し
て
ー
物
か
げ
と

か
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
整

理
さ
れ
る
と
、
警
戒
し
て
よ
り
つ
か
な

く
な
る
も
の
で
す
。

ね
ず
み
は
、
飢
え
に
弱
い
の
で
、

二
、
一
二
日
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
、
餓

死
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

昭和42年1月20日

V
他
人
に
ケ
ガ
を
せ
ら
れ
た
と
き
は

防火デー

内巡視

婦人ともしび大会

選挙管理委員会〔昭

和42年 1月17日で任

期満了となる町長の

選挙期日など決定。

告示=12月12日一

投票日=12月20日

赤4回定例町議会

血液型判定実施 z 

ガン集団検診

食糧調査 z 

イシフJレエンヂ予防 i

接種

民生委員会定例会

町長選挙告示

(現西田町長届出あ

り〉

中小企業融資審査委

員会

優良赤ちゃん表彰

町長選挙告示締め切 i

り〈届出があったの i
は現西田町長のみ〉

選挙会で、西田町長

無投票当選決定

議員総会

文教厚生委員会

建設委員会

選挙管理委員会

身体障害者の補装具

相談実施

今坊大谷口道路補装

工事と町道大平線改

良工事の入札

出海共同作業場建築

竣工検査

一

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

…

叩

1

3

5

8

8

9

2

4

5

0

1

3

B

"

4

E

4

4

E

，4
E

a

n

，h

の
y

ι

n

r

'

・

nyι

---------ZEE--zzzzzz-z-町
ZE--

消防車町

12月の町政日誌'

他
人
に
ケ
ガ
(
自
動
車
事
故
な
ど
)

を
さ
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
損
害
賠

償
金
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
た
だ
ち
に
、
住
民
課

保
険
係
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

(ー〉
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日
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目
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時
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一

日

開
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会
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日
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一
一
一
一
一
一
-
一
一
一
一
千
一
狩
込
時

2

2

1

農
業
委
員
の
定
数
は
、
条
例
で
定
め
一
振
興
計
画
の
樹
立
、
農
業
構
造
改
善
事
一
川
表
部
山

2
1沖
大

大

郷

浜

浜

原

出

本

朝

川

は
、
夏
の
五
割
増
に
な
り
豆
す
。
し
た
一
…
一
-

5

2

5詰
ご
二

Z

川
一
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
定
数
は
、
選
一
業
に
対
す
る
協
力
、
こ
れ
ら
事
業
を
推
一
川
加
号
?
品

2

8

6

1

桁

即

日

引

羽

目

制

引

竹

…

が
っ
て
、
冬
は
、
と
く
に
、
乳
幼
児
と
一
.
…
白
の
星
そ
れ
は
月
の
よ
う
に
静
か
私
を
呼
ん
で
る
青
の
星
立
挙
に
よ
る
も
の
十
名
、
そ
の
他
農
業
協
一
進
さ
す
た
め
の
調
査
研
究
日
唱
呑

ω
日
叩
一
位

6

“
5

1

1

1

1

2

川

冬
は
、
動
物
に
と
っ
て
も
、
橋
物
に
一
老
人
に
注
意
が
大
切
で
す
。

τ

な

と

こ

ろ

私

を

捜

し

て

る

緑

の

星

…

一

同

組

合

か

ら

一

名

選

任

し

、

町

議

会

か

一

凶

、

町

内

の

農

業

お

よ

び

、

農

家

に

可

簿

k

e

一

-

…

主

主

計

民

団

沿

い

一

笑

い

は

ホ

ル

モ

ン

を

活

発

に

す

る

一

…

赤

の

星

川

町

一

ιのょ
っ

日

話

料

開

日

一

一

詰

丘

三

諮

問

ド

つ

一

日

幻

自

民

計

十

日

間

日

日

早

名

瑚

…

…

は

一

般

に

-

活

動

が

に

ぶ

り

、

能

率

も

さ

一

と

こ

ろ

で

、

「

笑

う

門

に

は

福

ぎ

た

一

…

青

の

星

そ

れ

は

海

と

空

だ

け

の

と

と

て

、

委

員

会

が

運

営

さ

れ

て

い

ま

す

。
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好

孝

守

長
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一

一

日

日

目

い

は

し

は

一

る

主

づ

い

抗

日

u
主

…

緑

の

星

…

…

日

芝

ふ

と

森

の

あ

る

計

四

ら

し

く

育

て

て

く

れ

る

…

一

同

昨

日

採

草

草

地

の

利

用

関

石

町

出
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汗

γ
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町
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目

的

問
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論

ur出向
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山
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一

一

一

よ

い

も

の

で

す
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く
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て

、

云

一

笑

い

は

、

顔

だ

け

の

も

の

で

な

く

、

ヲ

の

星

日

比

黄

色

い

花

の

咲

く

星

よ

/

い

つ

か

会

お

う

ど

S
3
S
S
5
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ミ

ih
一
…
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一

1
4
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h
u
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MULE--一い一

一

。

ィ

一

か

ら

だ

全

体

の

も

の

で

す

。

笑

い

は

、

一

山

君

た

ち

に

そ

し

て

語

ろ

う

よ

1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
-
-
一

し

い

と

、

代

表

者

か

ら

町

長

の

手

も

と

て

一

一

一

一

染

病

の

流

行

が

盛

ん

の

よ

う

で

す

一

一

ん

黒

の

星

そ

れ

は

光

の

な

い

暗

い

と

地

球

と

い

う

星

の

こ

1
N
I
l
l引
七
山

I
l
l
-
一
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
化
を
は
か
る
た
め
、
所
得
税
、
事
業
税
一
年
占
、
年
金
を
受
け
る
権
利
の
あ
一

一

白

自

信

忠

告

げ

一

日

日

日

打

ー

即

日

一

…

と

ろ

地

球

の

平

和

に

つ

い

て

二

戸

一

ヨ

沼

志

一

V
昭

和

国

十

一

年

度

第

四

次

一

日

訪

日

H
U
H
-
M昨日
訂

正

日

一

一
え
ん
を
た
す
け
ま
す
が
、
冬
は
、
主
と
一
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
J

私
の
星
そ
れ
は
宇
宙
す
べ
て
の
星
(
大
字
長
浜
=
干
三
区
高
校
生

til--ー
川
市
川
i

l

l

-

一
ニ
等
陸
海
空
士
採
用
試
験
一
・
守
呈
出
す
る
人
は
、
事
業
税
や
住
民
税
一
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年
金
受
一

一

し

て

、

人

か

ら

人

へ

、

呼

吸

を

通

じ

て

一

そ

れ

ば

か

り

で

な

く

、

快

活

に

笑

い

一

…

〈

あ

ら

し

十

八

号

か

ら

〉

)

止

1
1
i
1
1
1
1
1
i
一
試
験
日
試
験
嘉
所
一
の
判
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
と
一
給
権
者
か
ら
そ
の
年
の
現
況
を
、
ま
一

一

伝

作

品

目

A灯
日

計

十

過

一

日

口

バ

供

品

目

江

主

…

日

目

円

九

祝

日

一

一

V
益

金

を

寄

付

一

一

一

月

六

日

大

洲

保

健

所

一

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

ム

れ

た

様

式

に

よ

っ

て

届

け

て

い

た

だ

一

一
さ
れ
る
の
で
、
伝
染
め
機
会
は
大
き
い
一
胃
液
の
分
泌
も
盛
ん
に
な
り
、
胃
腸
の
一
円
‘
‘

.
6

‘

、

十

J

…
一
長
浜
町
の
ふ
た
ば
会
で
は
、
去
る
五
一
二
月
十
七
日

μ

一

マ

年

金

受

給

権

者

の

一

く

幻

自

取

れ

ド

、

毎

年

二

一

J
一

一

昨

日

目

前

一

一

山

出

一

誠

一

一

よ

則

劃

到

一

目

前

日

時

間

一

一

一

一

間

一

王

山

町

相

克

明

H
u
h
-通
h
h
h
r缶詰
一

一

一

一

一

一

…

一

一

一

一

向

一

冬

に

多

く

な

り

手

。

一

大

い

に

き

て

元

気

で

楽

し

い

生

活

を

一

山

川

1
1川山
山
間
山
一
与
す
る
た
め
の
農
業
行
政
機
関
で
す
o

一
学
校
の
ピ
ア
ノ
購
入
資
金
に
あ
て
て
ほ
一
マ
所
得
税
の
確
定
申
告
一
害
年
金
、
遺
肢
年
金
な
ど
が
あ
っ
て
、
一
い
て
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
す

一
脳
溢
血
に
よ
る
死
亡
は
、
一
一
月
長
一
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。
一
門
自
由
民
業
委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
「

I

l

i

-

-

;

;

十
!
?
1
1
1
1
1
一
所
得
税
の
確
定
皇
口
と
こ
れ
に
伴
一
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
毎
年
、
一
一
月
、
五
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

片

品

一

高

で

す

。

心

臓

病

に

よ

る

死

亡

も

、

冬

一

，

な

委

員

会

で

す

か

。

す

z
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
z
z
z
z
g雀Z
E
E
Z
E
Z
E
E
Z
E
且圃也
2
E
E
E園
園

E
E
E
2
E
Z
E
m

て
j

納
税
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
一
月
、
八
月
、
十
一
月
の
四
回
(
通
算
者
一
な
お
、
こ
の
届
を
期
日
ま
で
に
提
出

い

一

，

，

，

，

，

，

O

0

・
拍

τ

し
あ
い
を
す
す
め
て
み
た
ら
ど
う
で
…
一
五
日
ま
で
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
令
年
金
は
、
六
月
、
十
二
月
の
二
回
こ
し
な
い
と
、
年
金
の
支
払
が
お
く
れ
ま

臨

一

と

で

す

。

一

お

子

さ

ん

に

そ

う

い

う

よ

う

す

が

見

え

可

家

族

そ

ろ

つ

で

し

ょ

う

か

。

止

す

。

一

に

分

け

て

、

年

金

受

給

者

の

選

ん

だ

銀

一

す

か

ら

、

決

め

ら

れ

た

期

日

ま

で

に

必

司

一

机

の

ま

え

に

す

わ

ら

せ

て

や

る

の

で

一

た

ら

、

し

ば

ら

く

は

、

そ

の

お

子

さ

ん

一

…

話

し

あ

い

を

意

外

と

、

お

母

さ

ん

に

、

む

す

こ

一

一

こ

と

し

か

ら

は

、

申

告

手

続

の

簡

素

一

行

ま

た

は

、

郵

便

局

で

支

払

わ

れ

ま

す

一

ず

出

し

て

く

だ

さ

い

。

は

な

く

、

生

活

の

中

で

、

こ

れ

を

く

り

一

に

で

き

な

い

よ

う

な

問

題

は

だ

さ

な

し

一

明

日

一

一

一

…

一

月

二

十

六

日

は

、

愛

媛

県

知

事

さ

ん

m
ら
助
け
舟
が
出
た
り
、
「
な
…
一

か

え

す

こ

と

で

す

。

一

よ

う

に

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

一

H

目一

一

一

一

選

挙

の

投

票

日

、

そ

し

て

、

一

月

二

る

ほ

ど

、

お

前

た

ち

、

そ

ん

な

に

く

…

一

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
か
ら
と
い
一
子
ど
も
さ
ん
が
、
よ
く
数
え
ら
れ
る
つ

z

一

j
m捌
削
川
川
州
四

一

五

十

九

日

は

、

衆

議

院

議

員

選

挙

の

投

わ

し

い

の

か

」

と

お

父

さ

ん

も

鷲

き

…

一

，

ぞ

品

川

淵

州

州

問

問

M
m
v

u五
日

立

M
M
M一
日

間

三

日

ぶ

べ

切

れ

れ

不

吉

で

す

。

う

れ

し

く

な

る

知

恵

が

、

き

っ

と

、

…

一

札

ふ

編

集

室

戸

川

一

し

し

エ

ム

月

選

挙

の

話

し

あ

沢

山

で

て

く

る

も

の

で

一

一

晶

、

f
a回
g
E
E

耳、

た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
る
と
い
う
ふ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

下
，
ー

i

"

一

軍

一

戸

、

の

プ

ラ

ジ

を

た

て

ま

す

。

一

一

子

ど

も

に

は

、

勉

強

し

て

い

る

と

い

一

こ

う

し

て

、

自

分

で

も

、

あ

る

と

こ

一

回

目

一

う
よ
う
な
感
じ
を
も
た
せ
な
い
よ
う
に
一
ろ
ま
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
の
だ
と
一
…
れ
れ
仁
ね
で
も
結
一
一
一
一
⑪
一
一
一
一
計
日
明
引
い
…
一
げ
品
川
十
一
軒
詰
日
目

ー

ζ

一

い

う

自

信

を

も

つ

よ

う

に

な

っ

た

ら

一

・

ニ

三

一

一

一

一

一

ニ

一

土

・

一

コ

〉

〕

}
d
M
Y

一

一

…

構

で

す

。

三

一

一

一

回

|

一

一

一

一

一

明

る

く

な

り

、

同

じ

新

…

一

新

春

で

す

。

と
ハ
守
主
主
ぐ

1

一

と

ん

ど

は

、

そ

の

よ

く

知

っ

て

い

る

数

一

一

三

一

一

T
』

一

一

一

三

一

h
w民
烈
詠
一
イ
、

l

一

り

、

り

一

…

町

を

出

て

ゆ

く

青

年

一

一

一

一

間

一

一

一

一

一

聞

や

、

ラ

ジ

オ

だ

っ

て

…

一

毎

年

の

こ

と

で

す

が

、

「

こ

と

し

こ

伝
送
コ
1
5
5
4し十
ひ
し
た
一
一
農
業
構
造
改
善
、
町
の
一
一
一
一
躍
一
一
一
一
い
ま
ま
で
と
は
違
っ
こ
一

t
l
fり
を
か
け
る
月
で
す

訪
れ
一
一
円
べ
同
ぽ
一
さ
せ
る
の
で
す
。
一
…
習
慣
、
と
い
う
具
合
に
喜
一
一
首
一
一
一
一
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
…
一
も
さ
ん
は
、
ど
ん
な
計
画
を
お
た
て

対
点
以
の
一
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
一
…
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
一
一
一
仁
一
一
一
材
料
を
ど
し
ど
し
提
供
…
一
に
な
り
ま
し
た
か
?

)
f
k
U
/

り
一
こ
ん
ど
は
、
二
つ
だ
け
、
i

た
し
た
り
、
一
一
た
だ
肝
心
な
こ
と
は
一
一
一
一
一
一
一
え
J

一
呈
し
て
く
れ
る
に
違
い
あ
…
一

日

ヰ

ゆ

留

地

一

一

圃

一

一

一

一

一

一

翼

晶

一

一

一

一

一

。

…

7

0

こ

の

問

、

町

内

の

あ

る

ご

婦

人

の

方

伝
制
制
関

4
わ
こ
一
引
い
た
り
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一
…
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
一
一
一
回
《
一
一
一
一
り
ま
せ
ん
一
一

必
岡
戸

H
暗

唱

の

一

一

・

一

一

一

一

一

‘

=

一

二

三

E

一
か
‘
、
「
有
線
放
送
で
毎
日
、
暮
ら
し

A

U

t

一
近
所
の
子
や
、
知
り
あ
い
の
子
に
、
一
一
「
あ
な
た
が
考
え
る
力
一
一
一
一
一

3
4
d

一
一
一
一
二
そ
れ
こ
そ
、
一
二
人
寄
一
一
品

一

一

日

一

一

一

一

一

一

E
ト
h

一

一

一

二

一

一

に

役

立

つ

ス

ポ

ッ

ト

を

放

送

し

て

お

ら

し
な
い
と
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
一
計
算
の
よ
く
で
き
る
子
が
い
る
と
い
っ
一
…
を
つ
け
る
」
そ
し
て
、
一
一
一
一
時
一
一
=
注
文
珠
の
知
恵
ど
こ
一
一
も
ま
す
が
大
変
で
し
ょ
う
ね

0
2

一
て
、
そ
の
お
子
さ
ん
と
、
く
ら
べ
て
、
工
「
物
を
見
分
け
る
力
を
三
一
一
三
=
一
一
一
三
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
一

i
‘

り

ま

す

。

一

一

固

一

雑

士

己

主

ど

を

読

ん

で

い

て

、

こ

れ

は

町

一
せ
っ
か
ち
に
、
む
り
な
こ
と
を
教
え
こ
一
…
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
家
族
そ
ろ
っ
て
、
知
恵
一
一
一
一
品
T

一H

圏
一
民
の
み
な
さ
ん
に
是
非
、
知
ら
し
て
あ

ん

で

は

、

い

け

ま

せ

ん

。

そ

れ

で

は

、

正

に

役

立

て

る

こ

と

で

す

。

者

に

な

る

こ

と

う

け

あ

…

一

:

一

・

・

一

た

い

:

・

:

と

思

う

こ

と

が

、

た

び

た

算

数

は

、

む

ず

か

し

い

も

の

だ

と

、

恩

一

一

物

を

見

分

け

る

力

さ

え

つ

け

ば

、

い

で

す

。

目

一

一

目

土

び

あ

る

ん

で

す

の

そ

れ

で

広

報

係

の

方

い
こ
ん
で
し
ま
ラ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
…
あ
な
た
は
、
選
挙
の
と
を
、
立
派
な
家
族
そ
ろ
っ
て
、
話
し
あ
い
を
ど
し
四
一

一

-

一

一

に

知

ら

し

て

あ

，

げ

た

い

と

思

い

な

が

ら

…
候
補
者
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
公
ど
し
や
り
ま
し
ょ
う
。
一
一二
な
か
な
か
知
ら
し
て
あ
げ
る
時
間
が
な

…

明

選

挙

に

な

る

わ

け

で

す

。

一

一

目
一
く
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

と

こ

ろ

で

、

家

族

が

み

ん

な

で

話

回

一

で
す
:
・

:e」

~.i!宮を，.-"，;'，:;f， .P~ι ぷZλ ぷ室内目立打明J不可摂胃吋ち窓京芳和ぞ予?で守宮司窓~予習移雪辱ヲ雪E司明写明不実

第123号

鰻

冬
は
呼
吸
器
の
伝
染
病
に
注
意

(毎月1回20目発行)
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入学前の子ども 実

物

に

つ

い

て

た

し

た

り

引

い

た

り

を

教

え

る

麗電

小
学
校
入
学
ま
で
に
、
七
つ
ぐ
ら
い

ま
で
の
数
を
、
た
し
た
り
引
い
た
り
で

き
れ
ば
上
々
。

計
算
の
で
き
る

で
き
な
い
は
、

子
ど
も
に
よ
っ

て
、
非
常
に
差

が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
子
は
、

ほ
っ
て
お
い
て

も
、
平
気
で
十

Fι
り
い
ま
で
の

加
減
を
や
っ
て

の
け
ま
す
が
、

で
き
な
い
子
は

教
え
て
も
教
え

て
も
ま
ち
が
い

(二)昭和42年1月20日

⑦ 
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ま
す
。け
れ
ど
も
、
入
学
と
い
う
こ
と
が
あ

る
以
上
、
あ
る
程
度
ま
で
、
数
に
つ
い

て
、
よ
〈
理
解
さ
せ
て
お
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
何
ん
と
い

っ
て
も
、
実
物
に
つ
い
て
数
え
さ
せ
、

た
し
た
り
、
引
引
い
た
り
さ
せ
て
み
る
ζ

仕
組
は

鹿

① 

計

算

の

で

き

な

い

子

の

み

ち

び

き

方

計
算
の
で
を
な
い
子
ど
も
の
中
に
は

数
に
た
い
し
て
、
恐
怖
観
念
を
も
っ
て

い
る
子
が
い
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
の

(
波
多
野
動
子
「
小
学
生
の
心
理
」

か
ム
J
)

と
、
ご
親
切
な
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ど
な
た
で
も
、
ど
し
ど
し
、
よ
い
ア
民

/ヘ

〆

イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
文
書
課
広

報
係
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
有
線

放
送
で
放
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
V

相
変
ら
ず
、
交
通
事
故
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
事
故
の
原
因
に
は
、
い
ろ
が

ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
、

「
ひ
ざ
上
十
セ
ン
チ
」
の
娘
さ
ん
に
見

と
れ
て
い
て
、
つ
い
「
ド
カ
ジ
け
に
と

や
る
場
合
が
多
い
そ
う
で
す
。

車
を
運
転
す
る
方
は
、
娘
さ
ん
に
は

見
と
れ
ん
こ
と
で
す
ネ
。

し£し

。
こ
と
し
は
、
フ
ォ
ー
ク
@
ソ
ソ
グ

が
流
行
し
そ
う
で
す
。
い
ま
、
若
い
人
円

た
ち
の
間
で
、
フ
ォ
ー
ク
@
ソ
ジ
グ
が

盛
ん
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
と
し
は
、
自
作
自
演
の
グ
ル
ー

プ
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
、
誕
生
す
る
だ
ろ

う
」
と
は
、
あ
る
専
門
家
の
話
で
す
@

何
わ
と
も
あ
れ
、
音
楽
が
盛
ん
に
な

る
の
は
、
平
和
な
証
拠
で
す
。

。
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
こ
と
し
も

フ
レ
ツ
V
ユ
な
「
広
報
な
が
は
ま
」
の

一
編
集
に
あ
た
っ
て
、
広
報
紙
の
役
割
を

果
し
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
、
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

曹、


